
2020 年度岸保・立平賞の受賞者決まる 

 

受賞者：楠 研一（気象庁気象研究所）・鈴木博人（東日本旅客鉄道株式会社 JR 東

日本研究開発センター防災研究所） 

業績：ドップラーレーダーを用いた突風災害の軽減に向けた研究開発と鉄道の

安全運行のための社会実装 

選定理由： 

局所的な突風は，時として列車の脱線を引き起こし，死傷者を伴う災害の原因

となってきた．しかしながら突風は空間スケールが小さく予測が難しいため，予

測に基づく鉄道の安全運行を実現することは容易ではなかった． 

このような状況において楠氏と鈴木氏は，冬季日本海側の突風をリアルタイ

ムで捉え，その情報に基づいて列車運転規制を実施するシステムを実現した．こ

の目的のために楠氏は，冬季日本海側の突風を捉えるためのドップラーレーダ

ーと地上気象観測装置で構成される高密度観測網を 2007 年に構築した．そして

突風は主として日本海上で発生する降水システム内のマイソスケール渦に伴う

ことを明らかにした．高密度観測網で得た突風に関する知見に基づいて，ドップ

ラーレーダーで上空の渦を自動探知し追跡するという突風探知手法を立案し，

2012 年からは JR 東日本における実利用を目指した研究を開始した．開発の初

期段階では，渦でないものを渦として探知する誤検知が多かったが，その原因と

なるノイズの除去方法や突風の特性を利用した誤検知の除去方法を開発した．

これらの研究開発により，ドップラーレーダーにより一定のレベル以上の突風

を少ない誤検知で捕捉できるようになった． 

また鈴木氏は，列車事故を発生させた過去の突風事例から，運転規制に用いる

突風の基準値を決定し，さらに高密度観測網で得られた渦の移動ベクトルから，

突風の移動予測範囲の算定方法を開発した．さらにこれらの方法を，列車運行の

安全性（突風の捕捉性能）と安定性（運転中止時間）の両面から評価し，この方

法が一定のレベル以上の突風を捕捉できると同時に，列車の安定的な運行への

支障が少ないことを定量的に明確化した．このことにより，本技術が冬季日本海

側の突風に対する列車運転規制方法として実用可能な精度であることが明らか

になった．これらの結果をもとに，2016 年に山形県に突風対策専用のドップラ

ーレーダーを建設し，それを主軸とした運転規制のためのシステムを構築した．

これらの楠氏と鈴木氏の研究開発により，2017 年 12 月からドップラーレーダー

を用いた突風に対する列車運転規制方法が実用化され，実際に運転規制が発令

された．2019 年 11 月からはさらに規制範囲の拡大が行われ，鉄道の安全運行に

寄与している． 

以上のように楠氏と鈴木氏は，ドップラーレーダーを用いた突風探知・追跡・



直前予測アルゴリズムを開発することに成功した．そしてこれらの気象学の学

術的・応用的成果により，これまで非常に困難とされてきた突風に対する列車運

転規制方法の実用化に道を拓くことができた．すなわちドップラーレーダーで

上空の渦を探知・追跡し，基準値以上の風速をもたらすと見積もられる渦が通過

すると予測される線路区間に運転中止を発令する方式の列車運転規制が，冬季

日本海側における突風に対して実現した．これはドップラーレーダーを用いた

突風に対する列車運転規制を世界の鉄道で最初に実現したものである．開発さ

れた技術は今後，他地域の鉄道への展開が期待されるとともに，将来的には物

流・ライフライン関係等の事業者，自治体向けの情報など，多様な場面で活用さ

れることが期待される．また気象庁の竜巻注意情報の精度向上や，竜巻等突風に

関する新たな学術的知見の獲得にも有効と考えられる． 

以上のように楠氏と鈴木氏の研究開発と社会実装は，社会に多大なる貢献を

した功績として認められるため，岸保・立平賞を贈呈するものである． 
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